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２ 

　
町
立
図
書
館
南
側（
西
治
）に
、
全
天
候
型
施
設
「
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
」
が
完
成
し
ま
し
た
。 

　
ド
ー
ム
の
ほ
か
に
、
遊
具
広
場
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
場
を
設
置
し
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
『
町

民
第
３
グ
ラ
ン
ド
』
と
し
て
、
４
月
、
待
望
の
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。 

　
全
体
の
敷
地
面
積
は
約
８
３
０
０
㎡
で
、
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
の
屋
根
部

分（
約
２
５
０
０
㎡
）に
は
県
内
産
ヒ
ノ
キ
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
天
候

に
左
右
さ
れ
ず
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。
心
身
の
健
康
増
進
の
た
め
、
ま
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
こ
の
ド
ー
ム
は
防
災
・
減
災
施
設
と
し
て
の
機
能
も
備
え
て
お

り
、
防
災
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま
す
。 

施
設
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館
　
　
２２
・
１
１
５
３ 

　春の一日に、いろいろなスポーツを楽しく体験

してみませんか？ 

日時　４月１９日（日）９：３０～１５：００（雨天決行） 

場所　町民第３グランド（さるびあドーム、スケ

ートボード場ほか） 
 

内容 

〈第１部〉オープニング 

　・・八千種小学校鼓笛隊演奏 

　・・記念式典 

〈第２部〉スポーツフェスティバル・ドームまつり 

　・・みんなでウォーキング（講演・実技指導） 

　・・スポーツブース 

体力測定、骨密度測定、ミニサッカー、ス

ローイングゲーム、ミニグラウンドゴルフ、

太極拳、太極柔力球、スケートボード、ボ

ルダリング など 

　・・ドームまつり 

カレー、炊き込みご飯、中華おこわ、ぶた汁、

ふくさきコロッケ、みたらし団子、福すず

焼き、もちむぎアイス などの販売 

遊具広場 

「さるびあドーム」使用料 

半日 
 ８:３０～１２:３０ 
１３:００～１７:００ 
１,０００円 

（１０,０００円） 

１日 

８:３０～１７:００ 

夜間 

１７:３０～２２:００ 

２,０００円 
（２０,０００円） 

１,０００円 
（１０,０００円） 

※（　）内は営利目的で使用される場合の料金です。 

※照明料（夜間利用時等）は、１時間１,０００円です。 

「第１回スポーツフェスティバル」開催！ 「第１回スポーツフェスティバル」開催！ 「第１回スポーツフェスティバル」開催！ 
ドーム完成記念 

（３つ以上体験して記念品をもらおう!!） 

３月７日に「さるびあドーム」竣工式を 
行いました 
３月７日に「さるびあドーム」竣工式を 
行いました 

ス
ポ
ー
ツ
・
防
災
・
地
域
づ
く
り
に
活
用 

町
民
第
３ 

グ
ラ
ン
ド 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば

22－379022－3790

行事予定（４月１８日～５月６日） 

おはなし会 

4月18日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
5月6日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

4月25日（土） 
14：00～ 

「日本の昔ばなし　町のねず　 
みと田舎のねずみ　ほか」  

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 

　22－1564 

一般書8冊 
「疾風ロンド」　　　　　東野　圭吾 

「悲嘆の門」上・下　　　宮部みゆき 

5月7日（第１木曜日）資料整理のため休館 

第33回 
福崎町美術展開催 

第33回 
福崎町美術展開催 

●会　期：５月１５日（金）～１７日（日） 

　　　　　９：００～１７：００（１７日は１５：００まで） 

●会　場：エルデホール 

　日本画・洋画・書

・写真・彫塑工芸の

５部門の公募作品を

展示します。 

　多数のご来場をお

待ちしています。 

（文化センター） 

場所：メディアルーム 
保存期間の過ぎた雑誌などを無料で配布します。 
＊図書館利用カードをお持ちください。 
＊一人１０冊まで 

対象　町内在住または在勤の２０歳以上の方 
 
　３月１日に救急救命講習会を行いました。 
　参加した団員は、心肺蘇生法の変更点などを
質問し、いざという時に役割を果たせるよう、

真剣に実技に取り
組みました。 
 
問い合わせ・申し込み先 
　健康福祉課 
　（内線３６４） 

日赤奉仕団　団員募集中！ 

　２月２８日、中播磨青少年本部主催の「こころ豊

かな人づくり５００人委員育成事業中播磨セミナー」で、

地域において優れた活動を展開している青少年団

体として「山田文庫」が中播磨青少年本部長表彰

を受けられました。 

　「山田文庫」は放課後や休日の子どもたちの居場

所となっており、地域に根ざした私設児童館とし

て定着しています。構成員は園児から高校生まで

幅広く、年間を通じてサークル活動を行い、地域

のイベントや福祉施設、敬老会に積極的に参加す

るなど、地域に密着した活動を行っています。また、

「地域で子育てを」の理念に共感した大人も、ボラ

ンティアでダンスやハンドベルを指導するなど、

子どもたちの成長が大人たちに活力を与えています。 

３ 

（社会教育課） 



氏　名 

豊国　俊一
 

　 

中川　彩瑛 

所　　属 

神崎郡美術協会
 

 

福崎東中２年生 

分　野 

写真
 

 

食育の 

啓発活動 

内　　　　容 

第９９回二科展第６２回写真部展 

単写真部門入選 

平成２６年度兵庫県食育絵手紙コンクール

兵庫県知事賞受賞 

【文化功績賞】 文化的活動や文化の発展に功績があった個人や団体 

氏　名 

山本富美子
 

　 

山下恵美子 

所　　属 

福崎町公民館クラブ 

書道クラブ 

福崎町公民館クラブ 

手芸クラブ 

分　野 

 

地域文化の

普及・発展 

内　　　　容 

 

長年にわたる地域の芸術文化活動の 

指導・支援 

【文化功労賞】 地域の文化的活動の普及、発展に長年功労があった人 

　
２
月
２８
日
、
平
成
２６
年
度
「
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
・
功
労

賞
、
文
化
功
績
賞
・
功
労
賞
、
吉
識
雅
夫
科
学
賞
、
柳
田
國

男
ふ
る
さ
と
賞
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
受

賞
者
は
表
の
と
お
り
。
順
不
同
。
敬
称
略
。
） （

社
会
教
育
課
） 

４ 

【吉識雅夫科学賞】 
部　　門 

小学生低・中学年の部 

小学生高学年の部 

中学生の部 

氏　名 

大塚みつき 

城谷佳梓乃 

山下　　翔 

所　　属 

田原小３年生 

八千種小５年生 

福崎東中３年生 

内　　　　容 

うくかな　しずむかな 

船の形と速さの研究 

プラナリアの研究 

自然科学分野において優れた研究、観察などを行った児童生徒 

【柳田國男ふるさと賞】 
部　　門 

小学生低・中学年の部 

小学生高学年の部 

中学生の部 

氏　名 

大塚　柚花 

山本　壮悟 

山本　柊羽 

安田　千尋 

所　　属 

田原小３年生 

田原小５年生 

福崎西中２年生 

福崎東中２年生 

内　　　　容 

神積寺の開基千年法要について 

自身のふるさと　川について 

新町の小字について 

大歳神社の三十六歌仙扁額について 

地域の歴史、民俗文化について優れた研究、調査を行った児童生徒 



５ 

【スポーツ功績賞】 
成績 

入賞
 

 

入賞 

出場 

出場
 

 

優勝 

準優勝 

出場 

出場
 

 

入賞
 

 

出場 
 

優勝 

出場
 

 

出場
 

 

出場 

氏　名 

小笠原伶奈
 

 

小西　良空 

常　　司竜 

吉田　弘道
 

 

石山　　歩
 

 

吉識　公陽 

勇内　塁揮
 

 

白石　望美
 

 

岡本　開登
 

 

佐伯　勇武 

牛尾　祐貴
 

 

藤井　翔平
 

 

谷口　太一 

所　　属 

田原小６年生
 

 

高岡小１年生 

福崎小６年生 

福崎西中３年生
 

 

花園高３年生
 

 

姫路工業高２年生 

姫路商業高３年生
 

 

須磨ノ浦高２年生
 

 

市川高３年生
 

 

須磨学園高１年生 

神戸村野工業高３年生

（田原スポーツクラブ） 

姫路特別支援高３年生
 

 

神崎高３年生 

内　　　　容 

第１９回オープントーナメントグランドチャンピオン

決定戦　全日本少年少女空手道選手権大会 

文部科学大臣旗第１４回全日本少年少女空手道選手権大会 

第２３回文部科学大臣杯争奪日整全国少年柔道大会 

平成２６年度全国中学校体育大会 

第４１回全日本中学校陸上競技選手権大会 

平成２６年度全国高等学校総合体育大会 

第６７回全国高等学校陸上競技対校選手権大会 

平成２６年度全国高等学校総合体育大会男子バレーボール競技大会 

平成２６年度全国高等学校総合体育大会 

第８２回日本高等学校選手権水泳競技大会 

平成２６年度全国高等学校総合体育大会 

第６６回全日本高等学校女子ソフトボール選手権大会 

平成２６年度全国高等学校総合体育大会 

第８２回日本高等学校選手権水泳競技大会 

東日本大震災復興支援第６９回国民体育大会「長崎がんばらんば国体」 

東日本大震災復興支援　第６９回国民体育大会 

「長崎がんばらんば国体」 

東日本大震災復興支援　第１４回全国障害者スポーツ大会

「長崎がんばらんば大会」 

平成２５年度全国高等学校選抜自転車競技大会 

種　　　　目 

極真空手小学６年生女子の部
 

 

１年男子形 

団体戦　大将 

男子走幅跳
 

 

砲丸投・円盤投 

やり投 

男子バレーボール競技 

男子４００ｍメドレーリレー

第1泳背泳 

女子ソフトボール競技
 

 

男子４００ｍフリーリレー
 

 

水泳競技男子４００ｍフリ―リレー 

バドミントン競技少年男子の部
 

 

陸上競技１００ｍ・２００ｍ・

リレー 

スクラッチ・ロードレース 

スポーツ活動で特に優秀な成績をおさめた個人や団体 

【スポーツ功労賞】 
氏　名 

宮下　　博 

中塚　幹男 

難波　靖通 

志水　良晴 

所　　属 

スポーツ推進委員会 
 

体育協会 

福崎スポーツクラブ連合 

内　　　　容 

社会体育振興・各種スポーツの指導など、体育指導委員として 

スポーツの普及・発展 

体育協会の運営、競技スポーツの振興、地域スポーツの発展 

地域総合型スポーツクラブの設立・発展、地域スポーツの発展 

スポーツの振興、発展に長年功労があった人 

●文化センター行事予定（4/20～5/19） 

神崎学園 

日時：５月７日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 

 

福寿学園 

日時：４月２３日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

　　　５月７日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 

サルビアセミナー（公開講座） 

　日時：４月２４日（金）　１３：３０～１５：００ 

　演題：「脳トレで若返り!!～回想法で認知症予防～」 

　講師：認知症予防教室　一輪会　代表　田中孝史さん 

※上記公開講座は一般の方も参加できます。どうぞ

お越しください。 



町
長
提
案
説
明
の
抜
粋 

　
平
成
２７
年
度
予
算
は
、
一
般
会
計
９６
億
４
４
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１４
・
４
％

増
）
総
額
１
６
１
億
６
８
１
０
万
円
（
６
・
２
％
増
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が

投
下
さ
れ
て
７０
年
、
敗
戦
か
ら
７０

年
の
年
で
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
あ
た
り
、
次
の
４
点
に
ふ
れ

て
町
政
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
ま
ず
は
、
大
戦
に
関
す
る
反
省

で
す
。
戦
争
が
終
わ
り
、
世
界
中

で
戦
争
は
も
う
こ
り
ご
り
の
思
い

が
高
揚
し
、
国
際
連
合
が
組
織
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
不
戦
の
誓

い
と
し
て
日
本
国
憲
法
を
制
定
し

ま
し
た
。 

　
憲
法
第
９９
条
は
「
天
皇
又
は
摂

政
及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、

裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
こ

の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る
義
務

を
負
ふ
。」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

私
は
公
務
員
の
一
人
と
し
て
こ
の

義
務
を
果
た
し
、
町
政
に
憲
法
を

生
か
す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
２
点
目
は
、
改
め
て
、
自
治
体

と
は
何
か
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
町
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
願
い

に
こ
た
え
て
政
治
を
行
う
最
も
身

近
な
組
織
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
町
民
の
願
い
は
、
次
の
４
つ
に

集
約
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。 

①
元
気
で
各
方
面
で
活
動
が
で
き
、

病
気
に
な
っ
た
時
は
安
心
し
て

お
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら
え
る

こ
と 

②
働
く
場
所
が
あ
っ
て
、
収
入
が

保
障
さ
れ
、
そ
の
お
金
を
つ
か

っ
て
買
い
物
や
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

し
め
る
こ
と 

③
い
じ
め
を
受
け
ず
、
差
別
さ
れ
ず
、

地
域
、
職
場
、
学
校
等
で
仲
良

く
集
団
生
活
が
で
き
る
こ
と 

④
よ
い
環
境
（
自
然
・
人
的
）
の

な
か
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
こ
と 

　
こ
の
思
い
を
施
策
に
生
か
し
、

予
算
を
組
む
こ
と
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。 

　
地
方
自
治
は
、
戦
争
の
反
省
か

ら
憲
法
の
五
原
則
の
一
つ
に
位
置

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
や
福

島
で
起
こ
っ
て
い
る
事
態
を
見
れ
ば
、

平
和
で
安
全
な
日
本
を
現
実
に
す

る
視
点
か
ら
も
地
方
自
治
の
大
切

さ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
３
点
目
は
、
町
民
の
貧
富
の
格

差
の
広
が
り
に
ど
う
対
応
す
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
世
界
中
で
貧
富
の
格
差
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
私
に
は
、
こ
の
格

差
の
広
が
り
が
国
家
や
民
族
間
の

紛
争
の
要
因
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
自
由
に
競
い
合
う
こ
と
を
全

否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

共
に
生
き
る
こ
と
を
後
景
に
押
し

や
る
ほ
ど
強
調
す
る
こ
と
に
は
疑

問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
共
生
の
た

め
の
競
争
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

　
４
点
目
は
、
福
崎
町
第
５
次
総

合
計
画
を
本
格
的
に
進
め
る
年
で

あ
る
こ
と
で
す
。
第
５
次
計
画
は

第
４
次
計
画
の
「
自
律
（
立
）
の

心
を
育
て
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
発

展
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

   

総
務
課 

・
女
性
委
員
会
の
継
続
設
置 

・
岩
手
県
遠
野
市
と
の
友
好
都
市

交
流 

・
町
制
６０
周
年
記
念
事
業
計
画
の

検
討 

企
画
財
政
課 

・
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定 

・
行
政
改
革
大
綱
の
改
定 

税
務
課 

・
債
権
管
理
条
例
に
よ
る
適
正
な

滞
納
対
策
の
推
進 

地
域
振
興
課 

・
造
形
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施 

・
　
川
山
に
天
狗
の
昇
降
装
置
設

置 

・
自
治
会
に
お
け
る
自
律
（
立
）

の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

・
七
種
山
周
辺
の
バ
イ
オ
ト
イ
レ

設
置
と
遊
歩
道
整
備 

・
な
っ
得
商
品
券
の
倍
額
発
行 

・
特
産
「
も
ち
む
ぎ
」
の
普
及
促
進 

住
民
生
活
課 

・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
支
給 

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行 

・
町
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
対
策
の

推
進 

健
康
福
祉
課 

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給 

・
巡
回
バ
ス
の
利
用
啓
発 

・
中
学
３
年
生
ま
で
の
通
院
・
入

院
医
療
費
無
料
化
の
継
続 

・
健
康
増
進
計
画
及
び
食
育
推
進

計
画
の
策
定 

・
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

沿
っ
た
介
護
予
防
の
推
進
と
サ

ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実 

農
林
振
興
課 

・
農
業
者
経
営
所
得
安
定
対
策
の

継
続 

・
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成
推

進
に
よ
る
農
地
集
積
化
促
進 

・
高
岡
・
福
田
地
区
ほ
場
整
備
事

業
の
推
進 

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
に
よ

る
た
め
池
の
整
備
推
進
と
一
斉

点
検
の
実
施 

・
も
ち
麦
の
機
能
性
を
生
か
し
た

食
育
・
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
推
進 

ま
ち
づ
く
り
課 

・
福
崎
駅
周
辺
整
備
事
業
の
推
進 

・
香
福
橋
の
補
修
と
橋
梁
の
定
期

点
検 

・
高
岡
・
福
田
地
区
他
に
お
け
る

治
水
対
策
事
業
の
実
施 

・
土
地
利
用
計
画
及
び
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定 

・
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
整
備 

上
下
水
道
課 

・
福
崎
企
業
団
地
の
下
水
道
整
備

と
配
水
管
の
整
備 

・
川
す
そ
雨
水
幹
線
の
整
備
推
進 

・
公
営
企
業
（
下
水
道
）
会
計
の

法
適
化
業
務
の
推
進 

・
福
田
水
源
地
高
度
浄
水
施
設
の

整
備 

・
工
業
団
地
の
上
水
配
水
池
の
耐

震
２
次
診
断
の
実
施 

学
校
教
育
課 

・
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画

に
も
と
づ
く
子
育
て
支
援
の
推

進 

・
田
原
小
学
校
体
育
館
の
建
設
と

小
中
学
校
体
育
館
の
耐
震
化 

・
児
童
生
徒
の
国
際
理
解
教
育
と

小
学
校
の
英
語
活
動
の
推
進 

・
食
育
の
推
進
と
安
全
で
安
心
な

学
校
給
食
の
提
供 

総額 ９６億４,４００万円 一般会計 １６１億６,８１０万円 

主
な
重
点
施
策 

６ 



●平成２７年度一般会計及び特別会計予算総額● 
（単位：千円、％） 

●平成２７年度一般会計歳入内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

会　計　名 
 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計 

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

水 道 事 業 会 計  

工業用水道事業会計 

合　　　計 

本年度 

9,644,000 

2,200,300 

230,300 

1,462,500 

257,500 

1,113,400 

1,068,300 

191,800 

16,168,100

前年度 

8,431,000 

1,986,000 

229,800 

1,416,300 

257,400 

1,546,200 

1,200,700 

163,000 

15,230,400

金　額 

1,213,000 

214,300 

500 

46,200 

100 

△432,800 

△132,400 

28,800 

937,700

前年比 

14.4 

10.8 

0.2 

3.3 

0.0 

△28.0 

△11.0 

17.7 

6.2

予　算　額 比　　　較 

●平成２７年度一般会計歳出目的別内訳及び比較表● 
（単位：千円、％） 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

町 税  

地 方 譲 与 税  

利子割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金 

地方消費税交付金 

ゴルフ場利用税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 

地 方 交 付 税  

交通安全対策特別交付金 

分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

国 庫 支 出 金  

県 支 出 金  

財 産 収 入  

寄 附 金  

繰 入 金  

繰 越 金  

諸 収 入  

町 債  

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

予 備 費  

3,106,700 

72,100 

5,500 

12,800 

13,000 

386,000 

16,000 

15,000 

10,000 

1,110,000 

4,000 

239,166 

90,664 

1,377,871 

558,188 

63,625 

25,601 

318,127 

60,000 

338,058 

1,821,600 

9,644,000

3,148,700 

74,000 

6,400 

12,000 

2,600 

270,000 

15,000 

14,000 

12,000 

1,092,000 

4,000 

280,276 

92,137 

767,343 

526,147 

6,246 

3,101 

422,616 

60,000 

301,134 

1,321,300 

8,431,000

△1.3 

△2.6 

△14.1 

6.7 

400.0 

43.0 

6.7 

7.1 

△16.7 

1.6 

0.0 

△14.7 

△1.6 

79.6 

6.1 

918.7 

725.6 

△24.7 

0.0 

12.3 

37.9 

14.4

32.2 

0.7 

0.1 

0.1 

0.1 

4.0 

0.2 

0.2 

0.1 

11.5 

0.0 

2.5 

0.9 

14.3 

5.8 

0.7 

0.3 

3.3 

0.6 

3.5 

18.9 

100

37.4 

0.9 

0.1 

0.1 

0.0 

3.2 

0.2 

0.2 

0.1 

13.0 

0.0 

3.3 

1.1 

9.1 

6.2 

0.1 

0.0 

5.0 

0.7 

3.6 

15.7 

100

119,408 

752,352 

2,329,167 

658,697 

488,340 

230,195 

2,620,173 

303,371 

1,283,035 

857,262 

2,000 

9,644,000

119,087 

741,672 

2,695,000 

743,245 

404,884 

231,408 

1,375,638 

344,976 

916,080 

857,010 

2,000 

8,431,000

0.3 

1.4 

△13.6 

△11.4 

20.6 

△0.5 

90.5 

△12.1 

40.1 

0.0 

0.0 

14.4

1.2 

7.8 

24.2 

6.8 

5.1 

2.4 

27.2 

3.1 

13.3 

8.9 

0.0 

100.0

1.4 

8.8 

32.0 

8.8 

4.8 

2.7 

16.3 

4.1 

10.9 

10.2 

0.0 

100.0

歳 入 合 計 

歳 出 合 計 

予　算　額 
前年比 科　　　目 

本 年 度 前 年 度 

構　成　比 

本年度 前年度 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

社
会
教
育
課 

・
「
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
」
等
の
利
用

啓
発 

・
大
庄
屋
三
木
家
住
宅
の
保
存
修

理
事
業
継
続 

・
柳
田
國
男
の
顕
彰
事
業
の
継
続 

・
社
会
教
育
施
設
の
ト
イ
レ
改
修 

●私たちが負担する税（１人当たり） 
※2月28日現在の人口19,576人で 158,699円 

●私たちに使われる町のお金（１人当たり） 
※2月28日現在の人口19,576人で 492,644円 

固定資産税 53.9％ 
85,477円 

その他　25円 
軽自動車税 1.5％　2,350円 

たばこ税 5.0％　7,969円 

　　町民税 39.6％ 
　　　62,832円 
うち個人分 26.8％　 
42,527円　 

議会費　6,100円 

衛生費 
　33,648円 

総務費　38,432円 

民生費 
118,981円 

予備費　102円 
公債費　43,924円 

教育費　46,952円 

農林水産業費 
　24,946円 

商工費　11,759円 

土木費　113,846円 
消防費 
17,681円 

●基金積立金現在高● 
平成27年度末残高見込 一 般 会 計　　19億6,700万円（１人当たり約101,000円） 

特 別 会 計　　　5億1,100万円（１人当たり約　26,000円） 
合　　　　計　　24億7,800万円（１人当たり約127,000円） 

H23 H24 H25 H26（見込） H27（見込） 

百万円 

特別会計分 

一般会計分 

360

2,150

409

2,210 2,523

460 624

2,256

511

1,967

●地方債現在高● 
平成27年度末残高見込 一 般 会 計　　114億9,900万円（１人当たり約　588,000円） 

公営企業会計　　123億7,300万円（１人当たり約　632,000円） 
合　　　　計　　238億7,200万円（１人当たり約1,220,000円） 

H23 H24 H25 H26（見込） H27（見込） 

百万円 

公営企業債 

一般会計債 

11,682

9,492

11,729

9,472

11,840

9,638

12,187

10,276

12,373

11,499

７ 



８ 

少年悩み相談事業 少年悩み相談事業 少年悩み相談事業 
－気軽に　無料　秘密を守ります－ －気軽に　無料　秘密を守ります－ 

　子どもに問題行動のきざしがあれば、早い時期に

相談してください。 

相談件数（平成２６年４月～平成２７年２月） 

内
　
　
容 

相
談
対
象
者 

不
登
校
・
　 

　
　
い
じ
め 

学
習
・
進
路 

異
性
・
性
・ 

　
友
人
関
係 

親
子
関
係
・ 

し
つ
け
・
子
育
て 

身
体
・
性
格 

反
社
会
的
行
動 

学
校
・
教
師 

の
指
導
　
　 

そ
　
の
　
他 

合
　
　
計 

件数 

小 

中 

高 

他 

１ 

０ 

１ 

０ 

０ 

３ 

０ 

２ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

２ 

０ 

１ 

１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１０ 

２ 

１ 

５ 

２ 

４ 

０ 

２ 

０ 

２ 

５ 

０ 

１ 

１ 

３ 

２５ 

２ 

８ 

８ 

７ 

教育相談日 

【電話相談】 
月・火・金曜日 

９：００～１２：００　１３：００～１６：００ 

　26－1010（内線６１１） 

【面接相談】 
水曜日 

９：００～１２：００　１３：００～１６：００ 

　※事前にお電話ください 

　神崎郡青少年補導センターは、青少年の非行化防

止・健全育成を関係機関や関係団体と連携、協力し

ながら、総合的に推進しています。 

神崎郡青少年補導センター  
市川町西川辺177　　26－1010（内線611） 

　２月７日、鍛治屋の
中塚はつゑさんが満百
歳を迎えられました。 
　介護予防のため、今
でも自分の炊事洗濯を
されています。訪問時
もすてきな笑顔で出迎
えてくださいました。 

　今後もますますお健やかに、さらなるご長寿
をお祈りします。 
　なお、百歳をお祝いして、百歳の森記念碑に
お名前を刻みました。 

（健康福祉課） 

★「ベジタブル会」の名前の由来は？ 
会員それぞれの持ち味を活かして、野菜たち
の集まりということです。 

★発足のきっかけは？ 
子育てが終わり、PTAや子ども会の延長から
始まりました。グループとしては平成１０年４
月に発足しました。 

★活動内容は？ 
最初は、自ら育てた花でドライフラワーを作り、
花束の宅配から始めました。もち麦生産組合
の仲間に入ってから「もちむぎ畑のかあさん
弁当」が生まれ、本格的にお弁当屋を始めま
した。 

★こころがけていることは？ 
「地産地消」で季節感のある旬の味、本物の
野菜のおいしさを知ってもらうために、無農
薬で朝どりの野菜を使い、手作りでからだに
優しいもちむぎ弁当に取り組んでいます。 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

もち麦生産組合 
加工研究グループ 「ベジタブル会」 

住
吉
山
・
高
倉
山
登
山
道
に

住
吉
山
・
高
倉
山
登
山
道
に 

案
内
標
識
を
設
置

案
内
標
識
を
設
置 

住
吉
山
・
高
倉
山
登
山
道
に

住
吉
山
・
高
倉
山
登
山
道
に 

案
内
標
識
を
設
置

案
内
標
識
を
設
置 

住
吉
山
・
高
倉
山
登
山
道
に 

案
内
標
識
を
設
置 

　
「
福
崎
町
山
の
会
」
の
登
山
道
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
り
、
八
千
種
地
区
に
あ
る
住
吉
山
と
高
倉
山
の
山
頂
や
登

山
道
の
分
岐
点
な
ど
、

５
か
所
に
案
内
標
識

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

　
新
緑
に
包
ま
れ
た

２
つ
の
山
の
縦
走
路

を
歩
い
て
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
か
い
て
み

ま
せ
ん
か
。 

（
福
崎
町
観
光
協
会
） 

イベント時の限定販売！ 
「フクちゃんの七福いなり」と「サキちゃんのカッパ巻」 
イベント時の限定販売！ 
「フクちゃんの七福いなり」と「サキちゃんのカッパ巻」 

福
崎
町
山
の
会 



９ 

福
崎
町
消
防
団
が
受
章
！

福
崎
町
消
防
団
が
受
章
！ 
福
崎
町
消
防
団
が
受
章
！ 

　
３
月
１０
日
、
日
本
消
防
会
館
ニ
ッ

シ
ョ
ー
ホ
ー
ル（
東
京
都
）で
開
催
さ

れ
た
第
６７
回
日
本
消
防
協
会
定
例
表

彰
式
に
お
い
て
、
福
崎
町
消
防
団
が

特
別
表
彰
「
ま
と
い
」
を
受
章
し
ま

し
た
。 

　
「
ま
と
い
」
は
、
全
国
に
約
２
２

０
０
あ
る
消
防
団
の
な
か
か
ら
毎
年

１０
団
体
の
み
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、

選
考
基
準
は
特
に
厳
し
く
、
日
本
消

防
協
会
表
彰
と
し
て
は
最
高
栄
誉
の

表
彰
で
す
。 

　
福
崎
町
消
防
団
は
、
平
成
２２
年
に

第
２２
回
全
国
消
防
操
法
大
会
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
優
勝
、
平
成
２６
年
に
第
２４
回
大
会
で
準
優
勝

す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
優
秀
な
成
績
を
堅
持
し
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
こ
の
た
び
の
受
章
は
、
福
崎
町
消
防
団
の
長
い
歴
史
の

な
か
で
築
き
あ
げ
ら
れ
た
伝
統
と
、
日
夜
努
力
を
重
ね
て

こ
ら
れ
た
諸
先
輩
方
の
功
績
の
賜
物
で
す
。 （

住
民
生
活
課
） 

　町の施策にみなさんのご意見、ご提案を反映
させるため、次の委員会の委員を募集します。 

★町制施行６０周年記念事業計画検討委員会 
★男女共同参画計画策定委員会　　　　　 

※申込用紙は、それぞれの課で配布するほか、町ホームページからもダウンロードできます。 
※書類選考により決定し、結果は応募者本人に通知します。 

委員会名 

内　　容 

応募要件 

募集人数 

活動期間 

会議の回数 

申込締切 

申 込 先 

福崎町町制施行６０周年記念事業計画検討委員会 

町内に在住・在勤・在学の１８歳以上の方 

５人程度 

平成２７年６月～平成２８年３月 

６回程度 

５月１５日（金） 

総務課（内線２２１） 

平成２８年度の福崎町町制施行６０周年にあたり 

実施する記念事業の計画・内容の検討　　　 

男女が性別にかかわらず個性と能力を発揮し、 

いきいきと暮らすことができる社会の実現に向 

けた「福崎町男女共同参画計画」の策定　　　 

福崎町男女共同参画計画策定委員会 

町内に在住の２０歳以上の方 

２人程度 

委嘱日～平成２８年３月 

３回程度 

５月２９日（金） 

社会教育課（内線２５７） 

委 員 募 集 委 員 募 集 



福崎町 

　
僕
た
ち
は
、
ふ
と
し
た
時
間
に

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
幸
せ
は
、
人
そ
れ

ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
で
は
、
幸
せ
と
は
一

体
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
僕
の
考

え
る
幸
せ
な
時
間
と
は
、
友
だ
ち

と
い
る
時
で
す
。
友
だ
ち
と
は
、

何
を
し
て
い
て
も
楽
し
い
で
す
。

ふ
ざ
け
あ
え
た
り
、
け
ん
か
を
し

た
り
、
一
つ
の
こ
と
を
夢
中
に
な

っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

何
よ
り
心
を
許
せ
る
友
だ
ち
は
、

自
分
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
く
れ
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
思
っ
て
い

る
こ
と
を
素
直
に
話
せ
る
し
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。 

　
例
え
ば
、
僕
は
友
だ
ち
と
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
い
る
時
に
幸
せ
を
感

じ
ま
す
。
ボ
ー
ル
を
け
り
合
っ
て

い
る
中
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
話

し
た
り
、
冗
談
を
言
い
合
い
笑
っ

た
り
、
体
を
動
か
し
、
み
ん
な
で

ゴ
ー
ル
を
め
ざ
し
た
り
と
、
こ
ん

な
ふ
と
し
た
瞬
間
こ
そ
が
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
気
が
し
ま

す
。
人
間
は
一
人
だ
け
で
は
決
し

て
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
い
と

思
う
の
で
す
。
幸
せ
と
は
、
家
族

や
友
だ
ち
な
ど
自
分
の
大
切
な
人

と
自
分
と
が
、
そ
の
時
、
そ
の
瞬

間
に
歩
ん
で
い
る
人
生
の
中
で
幸

せ
を
つ
か
ん
で
い
く
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
幸
せ
は
、
人
と
人

の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
一

期
一
会
と
い
う
こ
と
ば
も
あ
り
ま

す
。
地
球
上
に
何
十
億
と
い
う
人

間
が
い
て
も
、
一
人
の
人
が
一
生

の
う
ち
で
出
会
い
、
会
話
を
交
わ

せ
る
人
数
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
今
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
て

い
る
ク
ラ
ス
の
仲
間
を
大
切
に
思

う
こ
と
が
幸
せ
に
つ
な
が
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。
宇
宙
の
中
の
、

地
球
と
い
う
星
の
、
世
界
の
国
々

の
中
の
日
本
の
中
の
兵
庫
県
神
崎

郡
福
崎
西
中
学
校
区
に
住
ん
で
い

る
１４
歳
か
ら
１５
歳
の
６８
回
生
。
こ

の
６８
回
生
の
仲
間
が
、
今
、
こ
こ

に
い
る
確
率
は
、
奇
跡
的
な
も
の

な
の
で
す
。
そ
の
確
率
を
あ
る
例

え
を
使
っ
て
述
べ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。 

　
本
で
読
ん
だ
こ
と
で
す
が
、
み

な
さ
ん
想
像
し
な
が
ら
聞
い
て
く

だ
さ
い
。
体
育
館
に
か
か
げ
て
あ

る
時
計
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
計

を
バ
ラ
バ
ラ
に
分
解
し
た
と
し
ま

す
。
ネ
ジ
や
中
の
歯
車
や
秒
針
も

す
べ
て
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
、
学
校

の
２５
ｍ
プ
ー
ル
に
放
り
込
み
ま
す
。

そ
し
て
プ
ー
ル
の
水
を
大
き
な
棒

か
何
か
で
か
き
ま
ぜ
る
の
で
す
。

「
時
計
よ
、
元
に
戻
れ
。
時
計
よ
、

元
に
戻
れ
。
」
と
念
じ
な
が
ら
。

さ
て
、
時
計
は
元
に
戻
る
で
し
ょ

う
か
。
運
よ
く
ネ
ジ
と
ネ
ジ
が
隣

合
わ
せ
に
な
っ
て
沈
む
こ
と
は
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
プ
ー
ル
の

水
を
か
き
混
ぜ
て
、
時
計
が
元
の

形
に
戻
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
ま

せ
ん
。
僕
が
西
中
６８
回
生
３
年
１

組
１４
番
で
あ
る
確
率
は
、
そ
の
バ

ラ
バ
ラ
に
し
た
時
計
が
プ
ー
ル
の

中
で
う
ま
く
ネ
ジ
が
は
ま
っ
て
元

の
形
に
な
る
の
と
同
じ
確
率
だ
そ

う
で
す
。
ま
さ
に
奇
跡
で
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
６８
回

生
で
よ
か
っ
た
、
友
だ
ち
が
い
て

幸
せ
だ
、
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。 

　
家
で
、
母
に
も
聞
い
て
み
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
時
に
幸

せ
だ
と
思
う
か
と
い
う
僕
の
質
問

に
母
は
こ
う
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

元
気
な
時
よ
り
も
、
風
邪
を
ひ
い

た
り
、
病
気
を
し
た
り
し
た
時
な

ど
に
、
幸
せ
だ
な
あ
と
思
う
と
言

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
家
族
が 

「
大
丈
夫
？
」
と
か
「
手
伝
お
う

か
？
」
な
ど
と
優
し
い
声
を
か
け

て
く
れ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
に
、
何
か
あ
っ
た
時
に
改

め
て
家
族
の
優
し
さ
や
あ
り
が
た

さ
を
感
じ
て
、
自
分
は
幸
せ
な
ん

だ
な
あ
と
思
え
る
と
言
い
ま
す
。 

　
い
つ
も
は
あ
た
り
前
で
、
気
付

き
に
く
い
家
族
の
き
ず
な
や
思
い

や
り
も
「
幸
せ
」
の
一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。 

　
僕
た
ち
は
も
う
中
学
３
年
生
で

す
。
も
う
す
ぐ
、
高
校
受
験
が
あ

り
ま
す
。
受
験
で
成
功
す
る
に
は
、

毎
日
の
積
み
重
ね
が
大
事
に
な
っ

て
き
ま
す
。
毎
日
の
積
み
重
ね
に

は
か
な
り
の
根
気
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
で
も
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、

こ
の
高
校
受
験
で
合
格
し
、
新
し

い
人
と
人
の
出
会
い
が
で
き
る
、

つ
ま
り
、
新
た
な
幸
せ
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
だ
か

ら
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
の
が
さ
な

い
た
め
に
も
、
今
か
ら
が
ん
ば
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
友
だ
ち
を
も
っ
と
大
切

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
幸
せ
を
見

つ
け
る
な
ら
、
友
だ
ち
は
友
だ
ち

で
も
、
表
面
上
の
関
係
で
は
な
く
、

一
歩
踏
み
出
し
、
何
で
も
言
い
合

え
る
か
け
が
え
の
な
い
友
だ
ち
関

係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
よ
い
と

思
い
ま
す
。 

　
そ
の
た
め
に
僕
は
、
自
分
の
好

き
勝
手
や
自
分
の
意
見
だ
け
を
人

に
押
し
つ
け
な
い
人
間
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
の

こ
と
も
考
え
、
人
を
大
事
に
で
き

る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

幸
せ
と
は 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

宮
内
貴
希 

声
か
け
て
　
心
の
き
ず
な 

　
し
っ
か
り
と 

福
崎
小
学
校
４
年（
当
時
）　 

加
門
聖
那 

あ
そ
ぼ
う
と
　
い
わ
れ
て
み
れ
ば 

　
う
れ
し
い
な 

八
千
種
小
学
校
３
年（
当
時
） 

多
田
帆
乃
香 

君
の
手
が
　
誰
か
の
心
を 

　
支
え
る
よ 

福
崎
東
中
学
校
２
年（
当
時
） 

松
岡
み
の
り 

大
丈
夫
？
　
そ
の
一
言
が 

　
お
も
い
や
り 

福
崎
西
中
学
校
３
年（
当
時
） 

西
村
百
穫 

１０ 



材料（６人分） 

もちむぎ精麦１合 

米１合 

水１合の目盛り分＋２合 

鶏もも肉（１cm角）1/２枚 

　（１５０g） 

ごぼう（ささがき）１本（１５０g） 

人参（千切り）１/４本 

しょうが（千切り）薄切り４枚 

三温糖 大さじ１ 

酒 大さじ２ 

醤油 大さじ２ 

三つ葉（茎は１cm）適宜 
 

作り方 

①もちむぎ精麦と米を洗って炊飯釜に入れ、水加減して３０分置く。 

②鶏肉をテフロン加工の鍋に皮目を下にして入れ、火にかける。

焼き色がついて脂が出てきたら、しょうがとごぼう、人参を

加えて炒め、油が回ったら、三温糖、酒、醤油を加えて味を

からめる。①の上に②をのせ、混ぜずに炊飯する。 

③炊き上がったら三つ葉の茎を加え、上下を返してほぐす。器

によそい、三つ葉をちらす。 

 

　提供：食デザイナー・管理栄養士　平野實希さん 

おいしいご飯のポ
イントは、 

炊き上がった飯を
ほぐすこと。 

もち麦が入ると米
がつぶれず 

具材も混ざりやす
い！ 

おいしいご飯のポ
イントは、 

炊き上がった飯を
ほぐすこと。 

もち麦が入ると米
がつぶれず 

具材も混ざりやす
い！ 

高岡小学校６年（当時）　小林莉子 

田原小学校２年（当時）　竹内蒼和 

福崎小学校１年（当時）　岡本祝子 

多
面
的
な
情
報 

　
集
団
的
自
衛
権
、
テ
ロ
事
件
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
環
境
問
題
な

ど
、
国
内
の
枠
を
越
え
て
グ
ロ
ー

バ
ル
に
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、

日
本
語
以
外
の
言
葉
を
持
た
な
い

自
分
が
つ
く
づ
く
情
け
な
く
な
り

ま
す
。
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
後

の
祭
り
で
す
。 

　
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
、
情
報
手

段
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日

本
語
だ
け
で
は
海
外
の
多
面
的
な

ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
り
に
く
い
の
で

す
。
後
に
な
っ
て
、
「
あ
、
そ
う

い
う
事
実
も
あ
っ
た
の
か
。
」
と

思
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。 

　
マ
ス
コ
ミ
は
外
国
の
ニ
ュ
ー
ス

に
は
網
か
け
を
し
て
権
力
に
都
合

の
悪
い
部
分
は
報
道
し
な
い
傾
向

が
あ
り
、
公
共
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
も

例
外
で
は
な
い
よ
う
で
す
。 

　
今
年
に
な
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
経

済
学
者
の
ピ
ケ
テ
ィ
氏
、
ド
イ
ツ

の
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
来
日
し
、
講

演
を
し
ま
し
た
。
日
本
語
訳
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
全
部
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。 

　
重
要
な
ニ
ュ
ー
ス
は
一
紙
だ
け

で
な
く
他
紙
と
比
較
し
て
読
む
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
解
説
者

の
顔
ぶ
れ
も
違
っ
て
参
考
に
な
り

ま
す
。 

　
『
ヒ
ト
ラ
ー
と
哲
学
者
ー
哲
学

は
ナ
チ
ズ
ム
と
ど
う
関
わ
っ
た
か

ー
』
の
訳
書
の
書
評
が
Ａ
紙
に
載

り
ま
し
た
。 

　
第
１
部
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
協
力

し
た
哲
学
者
の
振
る
舞
い
が
、
第

２
部
で
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
屈
せ
ず
抵

抗
し
、
憂
き
目
に
あ
っ
た
哲
学
者

の
苦
悩
と
悲
劇
が
描
か
れ
て
い
る

と
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
専
門
家
や
知
識
人
の

知
恵
を
借
り
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
本
の
よ
う
に
知
識
人
も
い

ろ
い
ろ
で
す
か
ら
、
自
分
の
生
活

か
ら
出
発
し
て
、
自
分
に
役
立
つ

知
識
や
情
報
を
積
み
重
ね
る
努
力

が
大
切
で
す
。 

　
こ
の
本
を
図
書
館
で
買
っ
て
も

ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。 

町
長 

　

嶋
田
正
義 

１１ 

第４６０回定例会 
（３月議会） 



国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
・
脱
退
の
届
け
は
お
早
め
に 

　
会
社
を
退
職
さ
れ
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
に
加
入
し
た
り
、
就

職
し
て
社
会
保
険
が
で
き
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
国
保
か
ら
脱
退
さ
れ

る
場
合
は
、
必
ず
届
け
が
必
要
で

す
。 

 

○
国
保
へ
加
入
す
る
場
合 

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
） 

・
直
近
の
社
会
保
険
喪
失
証
明
書

な
ど
の
社
会
保
険
を
い
つ
喪
失

し
た
か
が
わ
か
る
証
明
書
（
離

職
票
と
は
別
で
す
） 

・
印
鑑 

・
届
け
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
証
明
書
（
官
公
署
発
行
の
顔

写
真
つ
き
の
も
の
） 

　
退
職
な
ど
に
よ
り
国
保
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
届
け

を
せ
ず
後
日
届
出
を
さ
れ
た
場
合

で
も
、
加
入
日
は
直
近
社
会
保
険

を
脱
退
さ
れ
た
日
で
す
。
国
保
税

は
そ
の
社
会
保
険
の
脱
退
日
ま
で

最
長
３
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

※
別
世
帯
の
方
が
届
け
に
来
ら
れ

る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

 

○
国
保
か
ら
脱
退
す
る
場
合 

（
手
続
き
に
必
要
な
も
の
） 

・
社
会
保
険
被
保
険
者
証（
社
会

保
険
加
入
に
よ
り
国
保
を
脱
退

さ
れ
る
方
全
員
の
証
） 

・
返
却
い
た
だ
く
国
保
証 

・
印
鑑 

　
社
会
保
険
の
資
格
取
得
日
以
降

に
国
保
証
を
使
用
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
た
場
合
は
、
総
医
療
費
（

１０
割
）
か
ら
自
己
負
担
額
を
除
い

た
分
を
返
金
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課 

　（
内
線
３
５
５
・
３
５
６
） 

１２ 

●住民票の異動の届出（転出届・転入届・転居届 

　など）は、国民健康保険、国民年金、選挙人名 

　簿への登録などにつながる大切な手続きです｡ 
 

●入学・就職・転勤等で引越しをされ、住所を異動 

　される方は、住所変更の届出を行ってください。 

◎他の市区町村に転出・転入される場合 

引越前の 
市区町村 

[転出前に] 
転出届を提出して転出証明書を受け取る 

◎同一の市区町村内で転居される場合 

お住まいの 
市区町村 

[転居した日から１４日以内に] 
転居届を提出 

引越先の 
市区町村 

[転入した日から１４日以内に] 
転出証明書を添えて転入届を提出 

正確な住所の登録が 
必要です！ 

　毎週金曜日は午後７時１５分まで窓口業務

を延長して行っています。 

　対応業務は、住民票、戸籍、印鑑証明書、

所得証明書の交付です。 

＊住民異動、印鑑登録は除く。 

住民生活課窓口からの 
お知らせ 

学生のみなさんは 

「学生納付特例」の 

手続きも忘れずに… 

学生のみなさんは 

「学生納付特例」の 

手続きも忘れずに… 
　
国
民
年
金
制
度
に
は
、
学
生
で

前
年
所
得
が
基
準
額
以
下
の
人
を

対
象
に
、
手
続
き
を
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度

が
あ
り
ま
す
。 

対
象
者
　
大
学（
大
学
院
）・
短
大
・

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
・
各
種
学
校
な
ど

に
在
籍
す
る
学
生（
各
種
学
校

の
場
合
、
修
業
年
限
が
１
年

以
上
） 

所
得
の
基
準
額
　
学
生
本
人
の
前

年
所
得
１
１
８
万
円
以
下（
扶

養
親
族
等
が
い
る
場
合
は
加 

　
算
） 

承
認
期
間
　
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
の
学
生
で
あ
る
期
間 

申
請
方
法
　
年
金
手
帳
と
学
生
で

あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書

類
（
学
生
証
ま
た
は
在
学
証

明
書
）
を
役
場
住
民
生
活
課

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

※
前
年
度
に
承
認
さ
れ
、
翌
年
度

も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
場

合
は
、
４
月
上
旬
ま
で
に
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
ハ
ガ
キ

形
式
の
学
生
納
付
特
例
の
申

請
書
が
送
ら
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

姫
路
年
金
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
５ 

国
民
年
金 



１３ 

日時：4月25日（土）9：30～15：00 
場所：第１グランド駐車場・もちむぎのやかた周辺 
　　　　（雨天一部開催） 

歴史民俗資料館 企画展「拓本で知る福崎の歴史」 

柳田國男・松岡家記念館 

　民俗　広場まつりの開催にあわせ、保存修

理工事中の三木家住宅を臨時公開します。今

回は、内装工事のようすなどを見ていただき

ます。また、三木家の屋敷図も展示します。 

　ふだんは見ることのできない修理工事現場

のようすを、間近にご覧ください。 
 

　日時　４月２５日（土）９：３０～１５：００ 

　　　　※参加無料、申込不要です。 

県指定文化財 

三木家住宅を臨時公開！ 三木家住宅を臨時公開！ 三木家住宅を臨時公開！ 

民話のかたり・紙芝居・ダンス・踊り・福祉体験ス
タンプラリー　ほか 

もちむぎパスタ店をはじめ、いろいろなお店がでるよ！ 
前日２４日（金）１８時３０分からは「竹灯籠の夕べ」を行います。 

イベント ※イベント等の内容は変更となる場合があります。 
　後日のチラシでご確認ください。 

松岡映丘画稿展～歴史に登場する人物～ 

内装工事がすすむ主屋内部 

対　象　町内の団体や自治会など 

利用料　１機１回につき２,０００円 

（もちむぎ粉ともちむぎ茶がセットで付 

いています） 

申し込み・問い合わせ先 

　　　　福崎町もち麦産地振興協議会 

　　　　（農林振興課内・内線３１４） 電気式ベビーカステラ焼き機 

　日時　４月２５日（土） 

　　　　　９：３０～１５：００ 

　場所　　広場まつり会場内で受付 

　内容　・　川まるごと界隈展スタンプラリー 

　　　　　（先着１００人に豪華景品） 

　　　　・火打ち石による火おこし体験　など 

（　川区） 

　川のまちをまるごと展示 
〔雨天中止〕 



生活科学 
センター 
だより 

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
使
っ
た
 

「
海
外
宝
く
じ
」
に
注
意
！
 

〔
相
談
〕 

　
今
年
に
な
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
ド
イ
ツ
か
ら
外
国
発
行
の

「
宝
く
じ
」「
ロ
ト
」
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
。
申
し
込
ん

だ
覚
え
は
一
切
な
い
。
「
約
１
億

円
を
得
る
権
利
が
あ
る
」
と
か
、

「
こ
の
ま
ま
だ
と
も
ら
え
る
権
利

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
と

書
か
れ
て
い
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
番
号
等
を
記
入
し
て
送
り
返

す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
頼
ん
で

い
な
い
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届

く
の
で
、
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
だ
。
こ

の
ま
ま
無
視
し
て
よ
い
の
か
。 

（
６０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
宝
く
じ
に
当
選
し
た
か
の
よ
う

に
見
せ
か
け
て
、
登
録
料
な
ど
を

支
払
わ
せ
よ
う
と
す
る
ト
ラ
ブ
ル

事
例
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
無

視
す
る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
海
外
宝
く
じ
を
国
内
で

購
入
し
た
場
合
、
消
費
者
自
身
が

違
法
性
を
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

①
申
し
込
ん
で
い
な
い
の
に
「
当

選
し
た
」
「
当
選
確
実
！
」
と

い
う
甘
い
話
に
の
ら
な
い
。 

②
信
用
で
き
な
い
相
手
に
は
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
や
電
話
番

号
を
絶
対
に
教
え
な
い
。 

③
日
本
国
内
で
「
海
外
宝
く
じ
」

を
発
売
し
た
り
授
受
し
た
り
す

る
こ
と
は
違
法
行
為
（
刑
法
１

８
７
条
）
に
あ
た
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
絶
対
に
申
し
込
ま

な
い
。 

 

　
業
者
の
連
絡
先
は
海
外
に
な
っ

て
い
て
所
在
地
の
明
細
が
わ
か
り

に
く
い
こ
と
が
多
く
、
何
か
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
っ
た
際
に
現
地
ま
で

行
っ
て
解
決
す
る
こ
と
は
現
実
的

に
大
変
難
し
く
、
法
律
の
違
い
も

あ
る
の
で
、
被
害
の
回
復
は
難
し

く
な
り
ま
す
。 

　
一
度
申
し
込
ん
で
し
ま
う
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
者
か
ら
同
様
な
ダ

イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
大
量
に
届
く

よ
う
に
な
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
情
報

を
伝
え
た
場
合
に
は
「
申
込
料
」

等
の
名
目
で
の
引
き
落
と
し
が
止

ま
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

や
、
身
に
覚
え
の
な
い
高
級
ブ
ラ

ン
ド
品
を
購
買
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
申
し

込
み
に
よ
っ
て
、
自
ら
個
人
情
報

を
流
出
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 
　健康と安全な食生活を考えながら、旬の食材を活か

して楽しく調理実習をします。 

実施期間　６～１０月の第３水曜日・１１月の第４木曜日 

　　　　　１０：００～１４：００ 

会　　場　生活科学センター調理室 

内　　容　身近な食材で手軽にできる料理やお菓子 

　　　　　づくり 

参 加 費　材料費（実費） 

申込期間　４/１５（水） 

　　　　　　　　～３０（木） 

定　　員　４８人（定員にな

　　　　　り次第締切） 

申し込み先 

　　　　生活科学センター 

　　　　　　（　２２－４９７７） 

　暮らしを見直し、環境にやさしい生活に

ついて考えてみませんか？ 

会　費　年間６００円 

対　象　どなたでも 

申し込み先　福崎町消費者の会 

　　　　　　（事務局：生活科学センター内） 

　　　　　　　２２－４９７７ 

月 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１ 

２ 

３ 

予定（内容を変更する場合があります） 

総会・記念講演会 

ごきぶり団子（ホウ酸団子）づくり 

見学会（環境問題）・廃油からの石鹸づくり講習会 

廃油からのキャンドルづくり 

夏休み親子教室（料理実習・エコ学習） 

消費者懇談会 

講演会（悪質商法手口について） 

先進地視察（食の安全） 

料理教室（米の消費拡大推進） 

講演会（健康について） 

環境にやさしいみんなの生活展 

活動発表会・講座修了式 

平成２７年度の内容 

福崎町消費者の会 
会員募集 

福崎町消費者の会 
会員募集 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

１４ 



【高岡幼児園の概要】 

　規　　　模：【延床面積】７６６.１６㎡ 

　構　　　造：鉄筋コンクリート造平屋建て 

　建設工事費：約２億４００万円 

　設計・監理：㈱ケイ設計 

　施　　　工：㈱宮本組　福崎支店 

１５ 

高
岡
幼
児
園
が

高
岡
幼
児
園
が 

　

完
成
し
ま
し
た
！

完
成
し
ま
し
た
！ 
高
岡
幼
児
園
が 

　

完
成
し
ま
し
た
！ 

田
原
小
学
校
体
育
館
の 

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

　
平
成
２６
年
６
月
か
ら
建
設
工

事
を
進
め
て
い
た
高
岡
幼
児
園

が
完
成
し
、
４
月
に
開
園
し
ま

し
た
。 

　
新
し
い
幼
児
園
は
、
０
歳
児

か
ら
５
歳
児
ま
で
の
乳
幼
児
を

一
体
的
に
教
育･

保
育
す
る
施

設
で
、
こ
れ
に
よ
り
福
崎
町
の

全
校
区
に
お
い
て
幼
保
一
体
化

施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
全
室
に
空
調
設
備
を
導
入
し
、

さ
ら
に
太
陽
光
発
電
を
採
用
し

て
環
境
に
や
さ
し
い
施
設
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
室
や
廊

下
な
ど
に
木
材
を
使
用
し
、
園

児
た
ち
が
木
の
ぬ
く
も
り
を
感

じ
な
が
ら
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
配
慮
し
ま
し
た
。 

　
建
設
に
あ
た
り
、地
元
の
方
々

を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
た
び
、
田
原
小
学
校
体
育

館
の
解
体
お
よ
び
建
設
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

　
現
在
の
体
育
館
は
、
昭
和
４３
年

に
建
て
ら
れ
た
旧
田
原
中
学
校
の

も
の
を
使
用
し
て
お
り
、
耐
震
性

能
も
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。 

　
新
し
い
体
育
館
は
、
現
在
よ
り

一
回
り
大
き
く
な
る
予
定
で
す
。 

　
建
設
期
間
中
は
、
騒
音
・
工
事

車
両
の
通
行
な
ど
に
よ
り
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
建
設
期
間
　 

　
平
成
２７
年
３
月
４
日 

　
　
　
〜
平
成
２８
年
３
月
１５
日 

４
月
か
ら
は
、
町
内
の
す
べ

て
の
公
立
幼
児
園
と
私
立
保

育
所
が
、
保
護
者
の
子
育
て

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
施
設
と

し
て
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
に
変
更
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

教育委員会制度が 
変わります！ 

①新「教育長」の設置 
教育委員長と教育長を一本化して、新教育長を設

置します。新教育長が教育委員会の代表となりま

す。（任期３年） 

　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一
部改正に伴い、教育委員会制度が変わります。教育の
政治的中立性、継続性、安定性を確保しつつ、責任の
所在をより明確にし、迅速な危機管理体制の構築、町
長との連携の強化を図ります。 

②「総合教育会議」を設置 
すべての地方公 

共団体に総合教 

育会議（町長と 

教育委員会で構 

成）を設置しま 

す。 

 
 
 
 
③教育に関する「大綱」を町長が策定 

教育の目標や施策の根本的な方針について、総合

教育会議で協議・調整し、町長が策定します。 

 
■問い合わせ先　学校教育課（内線２５２） 

町長 

同意 

教育委員会 

教育長を 
任命 

教育委員 
を任命 

議会 
教育長 

委員 

町長 

委員 教育長 

委員 委員 
委員 

意見聴取者 

（完成イメージ図） 



農業委員会

農業委員会 
だより 

問い合わせ先 
農業委員会事務局（農林振興課内・内線３１２～３１４） 

　農地中間管理機構は、地域内の分散した農地を借り受け、担い手に農地

を転貸する仕組みです。兵庫県では、公益社団法人　兵庫みどり公社が業

務を行っています。集落等で「人・農地プラン」（以下、プランとする。）を

作成し、中間管理機構を活用すると、次のようなメリットがあります。 

地域における話し合い（プラン）により、地域内

の一定割合以上の農地を機構に貸し付け、その農

地が機構から中心担い手である農業者へ貸し付け

られた場合に、地域に対して支払われる協力金 

交付対象地域の要件 

①集落全域がプランの地域に含まれていること 

②実質上の話し合いによりプランを作成し、それ

を実行できる集落 

プランを作成した集落で、機構に農地を貸し付け

て経営転換またはリタイアした場合、その農地の

所有者、相続人等に対して支払われる協力金 

交付対象者 

①農業部門の減少により経営転換する農業者 

②リタイアする農業者及び農地の相続人で、農業

経営を行わない者 

主な交付要件 

①機構に全ての自作地を１０年以上貸し付け、かつ

農地が機構から受け手に貸し付けられること 

　（１,０００㎡未満の自家消費用の農地を残すことは可能） 

②交付対象者は、協力金の交付決定後１０年間は、

農地の所有権や利用権の新たな取得及び特定農

作業受託を行わないこと 

③機構に貸し付ける農地は、相続等登記手続が完

了していること 

農地中間管理機構の活用について 

交付単価 

交付額 

（１０aあたり） 

（１戸あたり） 

※機構への貸付割合 

２０％超～５０％以下 

５０％超～８０％以下 

８０％超 

H２６～H２７年度 

２０,０００円 

機構への貸し付け面積 

０.５ha以下 

０.５ha超～２ha以下 

２ha超 

単価 

３０万円 

５０万円 

７０万円 

２８,０００円 

３６,０００円 

H２８～H２９年度 

１５,０００円 

２１,０００円 

２７,０００円 

H３０年度～ 

１０,０００円 

１４,０００円 

１８,０００円 

※機構への貸付割合は、対象地域内の全農地面積（農業振興地域内） 
　のうち、機構への貸付が行われた面積の割合 

地域集積協力金 経営転換協力金 

１６ 

農事組合法人　高橋営農組合 

 

高橋の農業の発展と 
　集落機能の存続をめざして 

　平成２７年２月２８日、「農事組合法人　高橋営農組合」

の設立総会が開催され、組合員のほかJAや関係者な

どが出席し、町内で４番目となる農業法人が設立され

ました。 

　高橋地区は、昭和６３年に「高橋営農組合」を立ち上

げ、その後、ほ場整備事業を展開しました。平成１８

年には「特定農業団体　高橋営農組合」を設立し、地

域農業の担い手として効率的で安定的な農業経営を行

ってきました。 

　組合員は２５人、水田経営面積は２４haで、水稲、麦

を生産しています。もち麦生産組合の組合員として町

の特産もち麦を栽培するとともに、福崎小学校区の体

験農園受入先として、食農教育にも取り組んでいます。 

（農林振興課） 



おんがくあそびの会【ドレミ】 
４月９日（木）・５月１４日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
５月７日（木）１０：００～１０：４０　文化センター　２階　和室 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」　（※申込不要） 

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp
★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。４月は除きます。） 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
４月２１日（火）・５月１９日（火） 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

　お友だちといっしょに公園に出かけ、楽しい時
間を過ごしませんか？お子さんと遊びながら子育
ての悩みを話したり、情報交換をしたりして、ゆ
っくり楽しんでください。 

時　間　１０：００～１１：３０　駐車場はあります。 
持ち物　お茶 
申込先　おひさまらんど 
※現地集合・現地解散で、雨天の場合は中止とな
ります。不明な点は、おひさまらんどにお問い
合わせください。 

日　程 

４月１３日（月） 

４月１７日（金） 

４月２０日（月） 

実 施 場 所 

　川山公園（　川） 

スポーツ公園（福田百歳の森） 

市川河川公園（新町） 

　親子向けの楽しいオリジナルミュ 
ージカルです。ご家族おそろいで 
お越しください。 
日　時　４月２５日（土） 
　　　　１０：３０～１１：４５（受付１０：１５～） 
場　所　にこにこひろば 
公演者　ミュージカルサークル“みっくすじゅうす” 
対　象　未就園の子どもとその家族 
申込先　にこにこひろば 

　親子で楽しむわらべうたをご紹介します。 
日　時　５月１２日（火）　１０：００～１１：００（受付９:４５） 
場　所　にこにこひろば 
対　象　未就園の子どもとその保護者 
申込先　にこにこひろば 
定　員　１５組 

　お子さんといっしょに絵本やわらべうた遊びを楽し
みながら、ゆったりと過ごしませんか。 

※時間はいずれも１０：００～１１：００ 
※どこの公民館に来られてもOKです！ 

日　程 実施場所 

5月11日（月） 

5月18日（月） 

5月22日（金） 

5月25日（月） 

山崎公民館 

中島公民館 

高岡幼児園（ひろばと見学会を兼ねています） 

大門公民館 

１７ 

　５月から、高岡幼児園と八千種幼児園で、親子
で遊べる広場を月１回開きます。手作りおもちゃ
などを用意していますので、ぜひ親子で遊びに来
てください。 

（５月の予定） 時間１０：００～１５：００ 

たかおかひろば（第４金曜） 
（高岡幼児園　会議室） 

やちくさひろば（第３木曜） 
（八千種幼児園　会議室） 

22日（金） 
※１０:００～１１:００はすきっぷひろばを兼ねています 

21日（木） 



　
明
治
１１
年
（
１
８
７
８
）
に
神

戸
の
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
松
岡

鼎
は
、
正
規
の
教
員
養
成
教
育
を

受
け
た
訓
導
と
し
て
、
わ
ず
か
１９

歳
の
若
さ
で
、
昌
文
小
学
校（
田

原
小
学
校
の
前
身
）の
校
長
と
な

り
ま
す
。
翌
年
に
は
家
督
を
相
続
。

妻
も
迎
え
、
順
風
満
帆
に
み
え
た

彼
の
人
生
は
、
「
日
本
一
小
さ
い

家
」
に
親
夫
婦
と
自
分
た
ち
夫
婦

が
同
居
し
た
こ
と
で
暗
転
。
嫁
姑

争
い
の
果
て
に
、
２
度
の
離
婚
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
わ
ず
か
な
期
間
に
２
度
も
離
婚

し
た
こ
と
で
、
自
暴
自
棄
と
な
り
、

ま
た
小
学
校
校
長
と
し
て
も
居
づ

ら
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
鼎
は

新
た
な
人
生
を
切
り
開
く
た
め
に

上
京
。
明
治
１４
年
に
東
京
大
学
医

学
部
別
課
に
入
学
し
ま
す
。
別
課

と
い
う
の
は
、
臨
床
医
を
促
成
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
学
科
で
す
。

医
学
本
科
の
学
生
が
医
学
全
般
に

か
ん
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
科
目
を
ド

イ
ツ
語
で
受
け
る
の
に
対
し
、
別

課
は
臨
床
に
か
か
わ
る
科
目
に
重

き
が
お
か
れ
、
授
業
も
日
本
語
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
時
の
鼎
の
講
義
ノ
ー
ト
は
、

現
在
、
柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念

館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
細
か

な
字
で
び
っ
し
り
と
書
か
れ
た
ノ

ー
ト
か
ら
は
、
鼎
が
熱
心
に
勉
学

に
取
り
組
ん
だ
よ
う
す
が
う
か
が

え
ま
す
。
ま
た
、
高
価
な
医
学
書

な
ど
は
、
買
う
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
に
、
友
人
か
ら
借
り
て
写
す

こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

　
両
親
と
弟
を
残
し
て
上
京
し
た

鼎
で
し
た
が
、
東
京
で
の
生
活
は

決
し
て
孤
独
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
時

期
、
井
上
家
に
養
子
に
入
っ
た
通

泰
も
、
養
家
の
家
業
を
継
い
で
医

者
と
な
る
た
め
に
上
京
。
大
学
予

備
門
（
東
京
大
学
に
入
学
す
る
者

の
た
め
の
予
備
教
育
機
関
）
に
入

学
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京
に

は
、
同
じ
よ
う
に
医
師
を
め
ざ
し

て
、
多
く
の
播
州
人
の
若
者
が
上

京
し
て
き
て
い
ま
し
た
。
下
の
写

真
は
、
明
治
１８
年
の
撮
影
と
さ
れ

る
写
真
で
す
。
前
列
右
か
ら
３
人

目
が
通
泰
。
４
人
目
が
鼎
。
写
真

の
裏
書
に
よ
れ
ば
、
あ
と
の
若
者

た
ち
は
明
石
や
龍
野
、
赤
穂
の
出

身
者
で
、
い
ず
れ
も
医
師
あ
る
い

は
医
学
生
と
み
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
繋
が
り
が
、

鼎
を
布
川
町
（
現
茨
城
県
利
根 

町
）
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た

の
は
、
後
列
中
央
に
立
つ
人
物 

（
写
真
の
裏
書
よ
り
推
定
）。
龍
野

ゆ
か
り
の
医
師
、
海
老
原
精
一
の

誘
い
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
彼
は
、

布
川
の
小
川
家
の
娘
と
結
婚
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
院
を
営

ん
で
い
た
妻
の
父
が
若
く
し
て
亡

く
な
り
、
医
院
は
窮
状
に
瀕
し
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
、
海
老
原
が
鼎

に
「
こ
こ
で
医
院
を
開
か
な
い 

か
」
と
声
を
か
け
た
の
で
す
。『
故

郷
七
十
年
』
に
よ
れ
ば
、
播
州
人
、

特
に
龍
野
出
身
者
は
、
上
京
す
る

と
必
ず
海
老
原
の
家
に
行
っ
た
と

い
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
面
倒
見
の

い
い
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
依
頼
を
受
け
て
、
明
治
２０
年
、

鼎
は
布
川
に
済
衆
医
院
を
開
業
。

小
学
校
の
校
長
か
ら
開
業
医
へ
。

鼎
の
第
二
の
人
生
の
始
ま
り
で
し

た
。 

　
今
の
よ
う
に
気
軽
に
帰
省
す
る

こ
と
が
で
き
た
り
、
電
話
や
メ
ー

ル
で
家
族
と
繋
が
る
こ
と
の
で
き

な
か
っ
た
時
代
。
上
京
し
た
若
者

た
ち
に
と
っ
て
、
出
身
を
同
じ
く

す
る
、
同
輩
や
一
足
先
に
世
に
出

て
活
躍
す
る
先
輩
の
存
在
は
、
心

強
い
支
え
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

ゆ
え
あ
っ
て
播
州
を
離
れ
た
鼎
で

し
た
が
、
こ
う
し
た
在
京
の
播
州

人
の
繋
が
り
が
、
鼎
を
助
け
、
ま

た
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
人
脈
が
、

後
進
の
柳
田
國
男
ら
に
も
受
け
継

が
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

 

第１０話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

松
岡
鼎
と
東
京
の
播
州
人 

し
は
ん 

し
ょ
う
ぶ
ん 

き
ゅ
う
じ
ょ
う 

ひ
ん 

明治１８年の集合写真（松岡鼎・井上通泰等） 

※
写
真
は
個
人
蔵 

１８ 

お知らせシステムとは･･･ 

防災行政無線の放送内容を、放送

と同時に希望者にメール配信する

サービスです。 

発信する内容 

　○定時配信〈１８時１０分の定時放送〉 

　○臨時配信〈臨時放送（火災放送は除く）〉  

登録ページ http://www.town-fukusaki.jp/cel 

※右のQRコードを読み取って登録するこ 

　ともできます。読み取りのできる端末を 

　お持ちの方はご利用ください。 

をご活用ください をご活用ください 



１９ 

文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。

一
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
４
月
２１
日（
火
） 

　
　
５
月
１９
日（
火
） 

　
　
６
月
１６
日（
火
） 

　
　
７
月
２１
日（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
７
月
中
の
利
用

は
５
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
）  

特
別
支
援
学
校
・
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
通

わ
れ
て
い
る
方
へ 

　
福
崎
町
で
は
、
特
別
支
援
学
校

（
旧
盲
・
聾
・
養
護
学
校
）
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に

通
わ
れ
て
い
る
方
に
「
就
学
援
助

金
」
や
「
通
園
補
助
金
」
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
該
当
の
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
者 

・
就
学
援
助
金
…
特
別
支
援
学
校

に
就
学
す
る
児
童
生
徒
の
保
護

者
の
方 

・
通
園
補
助
金
…
福
崎
町
外
の
特

別
支
援
学
校
ま
た
は
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
週
３

回
以
上
通
わ
れ
て
い
る
方
（
ス

ク
ー
ル
バ
ス
等
無
料
送
迎
利
用

の
場
合
を
除
く
） 

申
請
に
必
要
な
も
の 

・
申
請
書 

・
各
学
校
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
所
が
発
行
す
る
在
学
・

在
園
証
明
書 

・
印
鑑 

問
い
合
わ
せ
先 

　
健
康
福
祉
課
（
内
線
３
５
３
） 

  

公
拡
法
の
届
出
・
申
出
先
が

変
わ
り
ま
し
た 

　
４
月
か
ら
「
公
有
地
の
拡
大
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
土

地
の
先
買
い
制
度
に
関
す
る
事
務

が
県
か
ら
町
に
権
限
移
譲
さ
れ
、

届
出
・
申
出
先
が
県
知
事
か
ら
町

長
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

※
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

（
ま
ち
づ
く
り
課
） 

  

播
但
連
絡
道
路 

料
金
割
引
等
の
お
知
ら
せ 

　
４
月
か
ら
新
た
な
料
金
と
な
り

ま
し
た
。 

【
軽
自
動
車
・
普
通
車
対
象
】 

○
休
日
全
線
割
引
（
新
設
） 

・
割
引
率
　
　
４０
％ 

・
割
引
時
間
　
土
・
日
・
祝
日 

○
休
日
割
引
（
継
続
） 

・
割
引
率
　
　
３０
％ 

・
割
引
時
間
　
土
・
日
・
祝
日 

○
通
勤
割
引
（
継
続
） 

・
割
引
率
　
　
３０
％ 

・
割
引
時
間
　
平
日
７
時
〜
９
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
１７
時
〜
１９
時 

【
中
型
・
大
型
・
特
大
車
対
象
】 

○
深
夜
割
引
（
拡
大
） 

・
割
引
率
　
　
４０
％ 

・
割
引
時
間
　
平
日
０
時
〜
４
時 

※
割
引
対
象
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
に
限
定

で
す
。 

※
中
型
車
と
大
型
車
の
基
本
料
金

を
変
更
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
未
整
備
の
料

金
所
（
市
川
南
〜
朝
来
）
に
、
平

成
２７
年
度
か
ら
平
成
２８
年
度
に
か

け
て
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
整
備
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
道
路
公
社
　
経
営
企
画
課 

　
０
７
８
・
２
３
２
・
９
６
３
５ 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

春
募
集 

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
自
分
の
持

っ
て
い
る
技
術
や
経
験
を
活
か
し

て
開
発
途
上
国
の
発
展
に
貢
献
し

た
い
と
考
え
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
富
ん
だ
人
を
募
集
し
ま

す
。 

募
集
期
間
　
５
月
１１
日（
月
）ま
で 

対
象 

◆
青
年
海
外
協
力
隊 

　
　
満
２０
歳
〜
満
３９
歳 

◆
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
満
４０
歳
〜
満
６９
歳 

派
遣
期
間 

　
１
年
間
ま
た
は
２
年
間 

問
い
合
わ
せ
先 

独
立
行
政
法
人
　
国
際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー 

　
０
７
８
・
２
６
１
・
０
３
５
２ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.jica.g

o.jp 
  

新
し
い
「
家
庭
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
」
配
布 

　
平
成
２７
年
度
版
の
家
庭
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
裏
面
の
分
別
表
を
参
考
に
、

ご
み
の
分
別
排
出
、
減
量
化
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が
お
手

元
に
な
い
方
は
、
住
民
生
活
課
で

お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
窓
口
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。 

　
ご
み
は
指
定
さ
れ
た
収
集
日
の

朝
８
時
３０
分
ま
で
に
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
マ

ナ
ー
を
守
り
、
清
潔
で
快
適
な
環

境
作
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

（
住
民
生
活
課
） 

お知らせ 

information

ろ
う 

“広げようボランティアの輪” “広げようボランティアの輪” 

　今月（４／２０～５／２３）のボランティ

ア活動予定をお知らせします。ぜひご参

加ください。 

みどりのグループ 

　５月１３日（水）９：００～ 

　　元JA八千種前花壇 

　５月２０日（水）９：００～ 

　　七種川沿い新町花壇 

ココロンクラブ 

　５月２３日（土）９：００～ 

　　役場裏集合　街路樹下手入れ 

問い合わせ先 

　文化センター　　２２－３７５５ 

（コミュニティ推進専門員） 



第２回 
日時 4月26日（日） １０：３０ スタート 
　ご家族ご友人お誘いあわせて、ご参加ください。 
開 会 式　９：４５（長野橋西詰広場） 
コ ー ス　５km（高岡地区周辺） 
出場資格　小学生以上の健康に自信のある方 
参 加 料　５００円（傷害保険料） 
主　　催　神戸医療福祉大学 
共　　催　福崎町 
申 込 先　大会事務局（神戸医療福祉大学管理課） 
　　　　　　２２－２６２０　※大学ホームページからも申込可 
申込期限　４月１３日（月）９：００まで 
招待チーム　YKK陸上部・第一工業大学陸上部・東洋大学

陸上部・日本薬科大学陸上競技部 
後　　援　福崎町教育委員会・福崎町商工会・福崎町陸
　　　　　上競技協会・神戸新聞社 

こうふくフェスタ 参加者募集中 

町
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集
！ 

日
時
　
５
月
９
日（
土
） 

　
　
　
８
時
３０
分
受
付
予
定 

※
雨
天
時
は
５
月
１６
日
（
土
）
に

延
期 

場
所
　
さ
る
び
あ
ド
ー
ム 

チ
ー
ム
構
成
　
町
内
在
住
・
在
勤

者
６
人
で
チ
ー
ム
を
編
成 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参
加

費
（
１
チ
ー
ム
５
０
０
円
）
を

添
え
て
４
月
２６
日
（
日
）
ま
で

に
第
１
体
育
館
へ
。 

注
意
事
項 

①
必
ず
６
人
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

②
各
チ
ー
ム
３
人
ず
つ
に
分
か
れ

他
チ
ー
ム
と
組
み
、
相
互
審
判

で
競
技
し
ま
す
。 

③
メ
ン
バ
ー
変
更
は
、
登
録
の
な

い
新
し
い
メ
ン
バ
ー
と
変
更
し

て
く
だ
さ
い
。 

※
詳
し
く
は
第
１
体
育
館（
　
２２

・
１
１
５
３
）へ（
月
曜
休
館
） 

  「
山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
」
参
加
者

募
集
！ 

日
時
　
５
月
２３
日（
土
） 

　
７
時
５０
分
　
体
育
館
駐
車
場
発 

　
８
時
　
　
　
第
２
グ
ラ
ン
ド
発 

　
※
雨
天
決
行 

場
所
　
鉢
伏
高
原 

定
員
　
５０
人
（
先
着
順
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
参

加
費
を
添
え
て
第
１
体
育
館
へ
。

（
電
話
で
の
申
込
は
不
可
） 

参
加
費
　
大
人
（
中
学
生
以
上
） 

　
　
　
　
　
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
子
ど
も（
小
学
生
以
下
） 

　
　
　
　
　
５
０
０
円 

募
集
期
間
　
５
月
１
日（
金
）〜 

そ
の
他 

①
参
加
者
は
傷
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
。 

②
現
地
で
は
自
由
行
動
と
な
り
ま

す
。 

※
詳
し
く
は
第
１
体
育
館
（
　
２２

・
１
１
５
３
）へ（
月
曜
休
館
） 

  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

「
第
２３
回
福
崎
町
６
人
制
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」
参
加
者
募
集
！ 

日
時
　
４
月
２６
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
の
女
性 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円 

申
込
方
法
　
４
月
１９
日
（
日
）
ま

で
に
第
１
体
育
館（
月
曜
休
館
）

ま
た
は
協
会
役
員
・
大
杉
（
　

２２
・
３
２
３
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
３５
・

８
７
７
１
）
へ
。 

ス
ポ
ー
ツ 

南
但
馬
自
然
学
校
　
自
然
学
校
・

体
験
活
動
の
ご
案
内 

　
南
但
馬
自
然
学
校
で
自
然
体
験

し
ま
せ
ん
か
？ 

●
親
子
で
自
然
学
校 

日
時
　
５
月
２
日（
土
）〜 

　
　
　
３
日（
日
） 

対
象
　
県
内
の
小
学
生
と
保
護
者 

内
容
　
山
菜
さ
が
し
、竹
細
工
な
ど 

経
費
　
３
０
０
０
円 

●
遊
友
体
験
活
動 

日
時
　
５
月
２
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
〜
１２
時 

対
象
　
兵
庫
県
民 

内
容
　
森
の
山
菜
さ
が
し 

経
費
　
５０
円 

申
込
方
法
　
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
等
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
限
　
４
月
２７
日（
月
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

県
立
南
但
馬
自
然
学
校
　
指
導
課 

　
０
７
９
・
６
７
６
・
４
７
３
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
・
６
７
６
・
４
０

０
８ 

ア
ド
レ
ス 

m
tajim

ashizen@
pref.hyogo.lg.jp 

  

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
働
く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５
歳
か

ら
概
ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
相
談
業
務
や
講

座
な
ど
を
通
じ
て
支
援
す
る
も
の

で
す
。 

　
こ
の
た
び
、
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
を
対
象
に
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

開
催
日
　
４
月
２４
日（
金
） 

１３
時
３０
分
〜
　
１４
時
３０
分
〜
　

１５
時
３０
分
〜 

　（
各
１
人
、
予
約
制
） 

相
談
員
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト 

会
場
　
サ
ル
ビ
ア
会
館（
役
場
北
） 

締
切
　
４
月
１７
日（
金
）ま
で 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町 

　
・
市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
地
域
振
興
課
（
内
線
３
９
１
） 

お
お
む 

 

２０ 



佛
前
に
筒
い
っ
ぱ
い
の
水
仙
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
結
納
の
使
者
待
つ
座
敷
梅
香
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

 

谷
間
よ
り
初
音
の
届
く
峠
茶
屋 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

和
菓
子
屋
の
棚
に
小
さ
な
木
彫
雛 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

朝
日
差
し
雪
解
雫
の
光
る
松 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

海
鳴
り
の
届
く
御
津
里
梅
開
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

水
嵩
の
日
毎
に
増
え
し
猫
柳 

　
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

健
や
か
な
家
族
の
笑
顔
目
刺
し
焼

く
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

 

熱
き
茶
を
夫
と
楽
し
む
寒
き
春 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

春
の
陽
に
ガ
ラ
ス
細
工
の
彩
映
え

る
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

畦
焼
き
の
煙
た
な
び
く
里
の
夕 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

畦
焼
き
の
残
り
火
を
消
す
夕
の
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
浦
上
　
千
秋 

 

生
姜
湯
薬
効
信
じ
る
浅
き
春 

　
　
　
　
　
　
　
　
水
田
　
京
子 

 

結
婚
の
記
念
植
樹
の
梅
薫
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
長
澤
久
美
子 

 

喜
寿
を
越
し
吾
が
身
愛
し
む
浅
き

春
　
　
　
　
　
　
　
生
田
恵
美
子 

 

草
萌
ゆ
る
丸
き
古
墳
に
朝
の
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
加
津
美 

 

早
春
の
色
彩
花
並
ぶ
活
け
花
展 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

枯
れ
葦
の
あ
わ
い
籠
ら
う
小
鴨
ら
の
羽
繕
う
と
う
し

ぐ
さ
羞
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
浄
代 

 

鴨
の
群
れ
水
面
を
切
り
分
け
進
み
ゆ
く
水
掻
の
澪
の

長
き
尾
を
曳
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
さ
く
ら 

 

入
選
の
文
字
を
何
度
も
確
か
め
て
や
が
て
泪
に
ま
な

ぶ
た
う
る
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
恵
美
子 
 

福
寿
草
の
固
き
蕾
と
幼
の
拳
み
ん
な
待
ち
ま
す
春
の

足
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

父
御
の
一
字
継
ぐ
表
札
の
掛
か
り
ゐ
る
友
亡
き
家
の

戸
口
に
安
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

雪
径
に
ふ
と
目
の
合
い
し
野
良
猫
は
何
処
に
眠
る
や

夜
は
更
け
ゆ
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

節
分
の
夜
を
詣
で
て
柴
灯
の
炎
を
せ
な
に
お
神
酒
頂

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

鯛
焼
き
を
割
り
て
湯
気
か
こ
む
老
い
二
人
昼
餉
の
至

福
勝
る
も
の
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

被
災
地
の
「
風
の
電
話
」
は
か
く
り
世
の
母
子
妻
へ

と
ど
け
と
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

夫
の
作
る
切
り
干
し
大
根
乾
さ
れ
お
り
鉄
の
亜
鈴
を

重
し
と
な
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
若
葉 

 

始
め
て
の
杖
も
ち
歩
く
友
の
今
し
か
と
歩
む
を
暫
し

見
届
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

春
の
ゆ
き
防
犯
灯
を
際
立
た
せ
闇
に
ま
ぎ
れ
て
つ
も

る
こ
と
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

と
も 

は
ず
く
ろ 

か
き 

み
お 

し
ょ
う
が
と
う 

い

ろ

ば

な 

み
ず
か
さ 

い
ろ 

ゆ

き

げ

 

俳

句

会 

短

歌

会 
「１に健康　２に笑顔　３に明るい町づくり」 

気軽にご参加ください！ 

第１期健康スポーツ教室参加者募集！ 第１期健康スポーツ教室参加者募集！ 

＜健康スポーツ教室＞　申込期間：4月10日（金）～28日（火） 

＜健康教室＞　申込随時受付 

教 室 名 期　間 曜日 場　　所 時　間 対　象 定員 

リフレッシュ体操教室 

教 室 名 期　間 

年間通して 

年間指定日 

い き い き 教 室 

にこにこスポーツ教室 

ポールウォーキング教室 

健康ソフトバレー教室 

貯　筋　ク　ラ　ブ 

朝のフィットネス教室 

夜のフィットネス教室 

５月１２日～６月３０日 

５月１日～６月２６日 

５月１３日～７月１日 

毎火曜日 

毎金曜日 

毎水曜日 

５月７日～６月２５日 毎木曜日 

第１体育館 
球技室 

第１体育館 
トレーニング室 

１０：００～１１：４５ 

曜　日 時　間 対　象 

第２・４火曜日 

第２・４木曜日 

木曜日 

１３：３０～１５：００ 

１０：００～１１：３０ 

　９：３０～１１：００ 

１０:１５～１１：４５ 

１８：００～１９：２０ 

どなたでも 

一般女性 

一般女性 

どなたでも 

場　　所 

八千種研修センター 

（第１回目）さるびあドーム 

４０人 

３０人 

１５人 

１５人 

１５人 
どなたでも 

６５歳以上 
の男女　 

＜申込について＞ 
・全教室とも参加料は５００円です。 
・参加者はスポーツ保険に別途加入していただきます。 
・印鑑、参加料、保険料を添えて直接体育館へ。 
※詳しくは、第１体育館（　２２－１１５３）教室担当へ。 

NEW!

２１ 



もち麦体験ツアー 検索 

２２ 

日 曜日 事業・イベント名 時間 場　　　所 問い合わせ先 備　考 

1 

6 

8 

9 

11 

12 

13 

 

15 

 

 

18 

 

19 

24 
 

 

25 

 

26 

29

水 

月 

水 

木 

土 

日 

月 

 

水 

 

 

土 

 

日 

金 
 

 

土 

 

日 

水・祝 

13:00 

 

 

10:00 

13:00 

7:00 

10:30 

10:00 

13:00 

13:00 

9:00 

9:00 

13:30 

9:30 

13:30 

18:30 

9:30 

9:30 

9:30 

10:30

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５/３１（日） 
まで 

 

 

 

 

 

 

 

要申込 

なやみごと相談 

認定こども園入園式 

小・中学校入学式・福崎高校入学式 

老人大学開講式 

観桜会 

兵庫県議会議員選挙 

母子相談 

人権相談 

なやみごと相談 

行政相談 

企画展「拓本で知る福崎の歴史」 

企画展「松岡映丘画稿展」 

福崎町第５次総合計画住民説明会 

スポーツフェスティバル 

サルビアセミナー（公開講座） 

竹灯籠の夕べ 

第９回民俗　広場まつり 

大庄屋三木家住宅臨時公開 

　川界隈展 

ふくさきマラソン 

フクちゃん読書の日 

サルビア会館 

 

 

文化センター 

桜児童ふれあい広場 

各投票所 

サルビア会館 

 

サルビア会館 

 

歴史民俗資料館 

柳田國男・松岡家記念館 

エルデホール 

町民第３グランド 

文化センター 

もちむぎのやかた周辺 

第１グランドほか 

三木家住宅 

　川界隈 

高岡地区 

社会福祉協議会 

 

 

文化センター 

観光協会 

選挙管理委員会（総務課） 

健康福祉課 

住民生活課 

社会福祉協議会 

総務課 

歴史民俗資料館 

柳田國男・松岡家記念館 

企画財政課 

第１体育館 

文化センター 

地域振興課 

地域振興課 

社会教育課 

　川区 

神戸医療福祉大学 

募集 

　麦畑でのもち麦うまいもんウォークラ
リー、もち麦づくしの体験教室と昼食など、
盛りだくさんの内容で、もち麦の魅力を
お伝えします。 

体験教室での 
　メニュー例 
もち麦中華まん 

日　　時　５月１６日（土）１０：００～１５：３０頃 
内　　容　麦秋ウォーク＆もち麦のうまいもんラリー→

料理体験教室（さるびあドーム）→應聖寺→旬
彩蔵　福崎→もちむぎのやかた 

参 加 費　２,０００円（食事代ほか） 
募集人数　２０人（応募多数の場合は抽選） 
応募方法　４月３０日（木）までに、住所、氏名、年齢、電

話番号をご記入のうえ、郵送、FAX、ＨＰに
よりお申し込みください。（電話不可） 

問い合わせ・応募先　もち麦産地振興協議会（内線３１４） 
　　　　　〒６７９－２２８０ 
　　　　　福崎町南田原３１１６番地の１ 
　　　　　福崎町農林振興課内 
　　　　　FAX２２－２９１９ 
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福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

平成２６年度　健康づくりポイント交換中です（４月３０日まで） 
お持ちの方は　保健センターで交換して　今年度の健診費用等に利用しましょう 

町ぐるみ健診は事前の申し込みが必要です 

　申込書（兼受診意向調査票）を３月中旬に各世帯に郵送しています。

お手元にない方は、保健センター、役場、文化センター、エルデホー

ル、図書館、八千種研修センターにありますのでお越しください。町

ホームページからダウンロードすることもできます。 

　申し込みは、健診日の前日まで受付可能ですが、定員に空きがない

場合はお断りすることがありますので、早目にお申し込みください。 

【総合健（検）診日程】 受付時間：８：３０～１１：５０ 

6月 

20日（土） 
21日（日） 
25日（木） 
26日（金） 
29日（月） 
30日（火） 

保健センター 

八千種研修センター 

エルデホール 

7月 

3日（金） 
4日（土） 
5日（日） 
11日（土） 
12日（日） 

保健センター 

月 日（曜） 場　　所 

※日曜日のみ歯科検診があります。 

【女性（子宮頸がん・乳がん）検診日程】 

7月 
8月 
9月 
10月 

27日（月） 
17日（月） 
11日（金） 
3日（土） 保健センター前 

検診車 11月 
12月 
1月 
2月 

16日（月） 
4日（金） 
25日（月） 
27日（土） 

月 日（曜） 場　　所 

※同日に保健センターで行います。 

受付時間：１３：２０～１５：３０ 

もう提出していただきましたか？ 

健診申込書兼受診意向調査 
 

　申込書は、各世帯に１枚、青色の

封筒で世帯主宛に郵送しています。 

　まだ提出されていない方は、お早

目に提出してください。 

健康づくりの第一歩 

高齢者肺炎球菌（定期） 

予防接種のお知らせ 

高齢者肺炎球菌（定期） 

予防接種のお知らせ 

高齢者肺炎球菌（定期） 

予防接種のお知らせ 

　高齢者の肺炎を予防するため、
肺炎球菌予防接種を実施します。 
　対象者には４月上旬に郵便で「ご
案内」と予診票をお届けします。
期限内に指定医療機関で接種して
ください。 （対象者） 

■次の年齢（Ｈ２８.３月末年齢）に該当する方 
　・６５歳（Ｓ２５.４.２～Ｓ２６.４.１生） 
　・７０歳（Ｓ２０.４.２～Ｓ２１.４.１生） 
　・７５歳（Ｓ１５.４.２～Ｓ１６.４.１生） 
　・８０歳（Ｓ１０.４.２～Ｓ１１.４.１生） 
　・８５歳（Ｓ５.４.２～Ｓ６.４.１生） 
　・９０歳（Ｔ１４.４.２～Ｔ１５.４.１生） 
　・９５歳（Ｔ９.４.２～Ｔ１０.４.１生） 
　・１００歳（Ｔ４.４.２～Ｔ５.４.１生） 
■６０～６４歳の方で内部障害を有する方 

※すでにこのワクチンを接種したことのある方は対象外

です。 

※５年先の年齢で、定期の対象になることはありません。 

※定期予防接種対象者以外の方で予防接種を希望される

方は「福崎町高齢者肺炎球菌予防接種事業」をご利用

ください。 

接種期限　平成28年3月31日 

65歳からの肺炎予防!

２３ 



２４ 

福崎町新型インフルエンザ等対策行動計画を策定しました 
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
及
び
流
行
に
備
え
て
、

国
や
県
、
そ
の
他
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
町
が
実
施

す
べ
き
事
項
を
明
ら
か
に
し
た
「
福
崎
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
計
画
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。 

 

●
概
要 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
流
行
し
て
い
る
季
節
性

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
免
疫（
抵
抗
力
）を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
一
度
発
生
す
る
と
感
染
は
急
速
に
拡
大
し
、
世
界

的
大
流
行（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）と
な
り
、
大
き
な
健
康
被
害

や
社
会
的
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
町
で
は
、
平
成
２１
年
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動

計
画
を
作
成
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
備
え
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
計
画
を
廃
止
し
、
あ
ら
た
に
行
動
計
画

を
作
成
し
ま
し
た
。 

 

●
目
的 

１．
　
感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
町
民
の
生
命
と
健

康
を
保
護
し
ま
す
。 

２．
　
町
民
の
生
活
と
地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
最
小
と
な

る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

●
基
本
方
針 

１．
　
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み 

　
行
政
、
医
療
機
関
、
企
業
、
学
校
、
町
民
な
ど
が
連
携
・

協
力
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。 

２．
　
自
ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
意
識
の
醸
成 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
流
行
を
乗
り
切
る
に
は
、
町

民
が
自
ら
の
健
康
を
守
る
意
識
を
持
ち
、
正
し
い
知
識
に
も

と
づ
い
て
適
切
に
行
動
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。 

３．
　
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
へ
の
対
応
の
充
実 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
り
患
す
る
こ
と
で
重
症
化
す

る
リ
ス
ク
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
妊
婦
や
小
児
、
透
析
患
者

な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
医
学
的
ハ
イ
リ
ス
ク
者
」
へ
の
対
応
を

重
点
的
に
行
い
ま
す
。 

 

発
生
前
か
ら
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
対
策
が
重
要
で
す 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
に
お
い
て
も
、
日
ご
ろ
か

ら
の
感
染
予
防
が
重
要
で
す
。
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を

行
い
、
感
染
し
な
い
、
感
染
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
一
人
一
人

が
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
災
害
時
の
備
え
も
兼
ね
て
、
食
料
品
等
の
備
蓄
に

も
心
が
け
ま
し
ょ
う
。（
食
料
品
の
備
蓄
量
は
１
週
間
分
が

適
当
で
す
。
） 　咳やくしゃみが直接人にかからないよう

にカバーしましょう。 

 

（咳やくしゃみをする時は） 

・ティッシュなどで鼻と口をおおいましょう。 

・マスクを着用しましょう。 

・とっさの時は上着の内側でおおいましょう。 

・周囲の人からなるべく離れましょう。 

・こまめに手洗いを 

　しましょう。 

咳エチケット 咳エチケット 咳エチケット 

　ドアノブや電車のつり革など、さまざま

なものに触れることにより、自分の手にも

ウイルスが付着している可能性がありま

す。 

　外出先からの帰宅時、調理の前後、食事

前には、こまめに手を洗いましょう。 

手洗い 手洗い 手洗い 

「平成２７年度 こころのケア相談」ご案内 「平成２７年度 こころのケア相談」ご案内 
　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）では、ここ

ろの病気やこころの健康について、精神科医師によ

る相談を行っています。また、姫路断酒会会員によ

るアルコール関連問題に関する相談を同時開催して

います。ご本人に限らず、ご家族や関係者の方もご

相談ください。 

日時　原則毎月第４水曜日　９：３０～１１：００（予約制） 

場所　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 

申込方法　予約制です。必ず事前に電話でお申し込

みください。 

　　　　　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所） 

　　　　　地域保健課　　２２－１２３４ 

【平成２７年度日程】 

日 

月 

２２ 

２７年 
４月 

２５ 

２８年 
１月 

２７ 

５月 

２４ 

６月 

２２ 

７月 

２６ 

８月 

３０ 

９月 

２８ 

１０月 

２５ 

１１月 １２月 

２７ 

２月 

２４ ２３ 

３月 

相談は無料 
秘密は厳守 



保健センターだより 

２５ 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

歯 科 相 談  
 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

一般希望者 

妊 婦  

一般希望者 

乳幼児希望者 

乳児希望者 

幼児希望者 

Ｈ２６.４月生まれの児 

H２７.１月生まれの児 

Ｈ２６.１２月生まれの児 

Ｈ２６.６月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１４時１５分～１４時３０分 

１３時３０分～１４時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

４/１３（月） 

月～金 

４/２８（火） 
 

４/１３（月） 
 

４/１３（月） 

４/２２（水） 

４/１５（火） 

４/２２（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター4月定例行事予定 

＊二種混合・四種混合・日本脳炎・ポリオ・ヒブ・小児用肺

炎球菌・水痘予防接種は、接種間隔に気をつけましょう。 

＊麻しん風しん混合（MR）予防接種は、接種期間が１年間で

す。忘れず早めに接種しましょう。 

　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児） 

＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受けまし

ょう。 

予
防
接
種 

申し込み・問い合わせ先　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）地域保健課　　２２－１２３４ 

平成２７年度食育・健康講座 
（いずみ会リーダー養成講座）受講者募集 

　健康づくりや栄養に関する基礎知識や食育について、

いっしょに楽しく学び、健康づくりの輪を広げましょう。 

■講座日　平成２７年６月～１２月 

　　　　　（毎月第１・３木曜日の午前）計１３講座 

　　　　　※１０回以上の出席で修了証書が交付されます。 

■場所　中播磨健康福祉事務所（福崎保健所）ほか 

■内容　食や健康づくりについての講義や調理実習など 

■費用　年間３,５００円（テキスト代、調理実習材料代など） 

■申込方法　電話・FAXで下記へ直接申込 

■申込期間　５月２９日（金）まで 

例えばこんな相談・・・ 

●難病などの療養の際に必要な食事内容を知りたい 

●加工食品の栄養成分表示の活用方法を知りたい 

　また食品に栄養成分表示をしたい　など 

相談日 

第２水曜日 

月 ４ 
８ 
５ 
１３ 
６ 
１０ 
７ 
８ 
８ 
１２ 
９ 
９ 
１０ 
１４ 
１１ 
１１ 
１２ 
９ 
１ 
１３ 
２ 
１０ 
３ 
９ 

『難病などに関する食と栄養の相談』や 
『加工食品の栄養成分表示の相談』など 
を希望される方は、栄養相談日をご利用 
ください！ 平成２７年度　栄養相談日のお知らせ 
日　時　毎月第２水曜日　９：３０～１１：３０ 

場　所　中播磨健康福祉事務所 

町
の
せ
ん
せ
い
『
健
康
ひ
と
こ
と
コ
ラ
ム
』 

　
み
な
さ
ん
は
「
ピ
ロ
リ
菌
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
最
近
で
は
町
ぐ
る
み
健

診
で
も
ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
マ
ス

コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
こ
と
で
、
き
っ
と
「
ピ
ロ
リ

菌
」
と
い
う
名
前
は
ご
存
じ
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
ピ
ロ
リ
菌
は
正
式
に
は
「
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
細

菌
で
、
人
の
胃
の
粘
膜
に
感
染
し
ま
す
。
通
常
の
細
菌
で
は
胃
酸
に
よ
り
殺

菌
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ピ
ロ
リ
菌
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を
産
生
し
胃
酸
を
中

和
す
る
こ
と
で
胃
の
中
で
も
生
息
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
一
昔
前
ま
で
は
胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
を
繰
り
返
す
人
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
の
ピ
ロ
リ
菌
が
大
き
な
原
因
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
、
除
菌
す

る
こ
と
で
胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
の
再
発
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

　
ま
た
最
近
で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
胃
が
ん
を
お
こ
す
胃
炎
と
関
連
し
て

い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
除
菌
す
る
こ
と
で
胃
が
ん

の
発
生
率
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
人
の
お
お
よ
そ
５０
％
近
く
の
人
が
ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
し
て
い
る
と
い

わ
れ
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
感
染
率
は
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
乳
幼
児
期

の
衛
生
環
境
に
よ
る
影
響
が
大
き
く
、
口
か
ら
の
感
染
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ご
家
族
に
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
一
度
検
査

を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
平
成
２５
年
か
ら
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
に
よ
る
胃
炎
に
対
し
て
も
、
保
険
で
除

菌
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
ま
ず
内
視
鏡
検
査

で
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
胃
炎
の
有
無
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
健
診
で

ピ
ロ
リ
菌
感
染
を
指
摘
さ
れ
た
方
は
、
ま
ず
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
ピ
ロ
リ
菌
が
原
因
の
胃
炎
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
、
薬
を
１
週
間
服
用
す
る
こ
と
で
、
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

　
気
に
な
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

第
１０
回 

ピ
ロ
リ
菌
感
染
症
の
話 

城
谷
医
院
　
　
　
　 

城
谷
昌
彦
　

先
生 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第２デイサービスセンター 
在宅介護支援センター 
障害相談支援センター 
ホームヘルプステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/
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町民のうごき 

平成２７年２月末現在 

７，３５０世帯 
９，３３１人　 
４４人　 
１４人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，５７６人 
１０，２４５人 

４４人 
２４人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

２６ 

　
高
岡
地
区
で
３
年
前
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た
長
野
橋
歩
道
橋
が
完
成

し
、
３
月
１４
日
に
開
通
式
を
行
い
ま
し
た
。
来
賓
や
地
域
の
方
々
約
１
５

０
人
が
出
席
し
、
待
望
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。
　 

 

地
域
住
民
の
強
い
要
望
で
あ
っ
た
安
全
な
通
学
路
が
確
保
さ
れ
、
歩
行

者
が
よ
り
安
心
し
て
通
行
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。 

 

式
典
で
は
、
地
元
の
大
杉
さ
ん
親
子
夫
婦
三
世
代
を
先
頭
に
、
出
席
者

全
員
で
渡
り
初
め
を
行
い
、
末

永
い
歩
道
橋
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。 

　
高
岡
幼
児
園
が
完
成
し
、
３
月
７
日
に
竣
工

式
を
行
い
ま
し
た
。
２０
日
に
は
新
園
舎
で
高
岡

幼
稚
園
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
８
人
の
園
児
が
元

気
い
っ
ぱ
い
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

場
所
で
、
こ
れ
か
ら
す
て
き
な
思
い
出
が
た
く

さ
ん
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。（
関
連

記
事
１５
ペ
ー
ジ
） 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

渡り初めのようす 


